
（別紙３）

～ R6年　10月　26日

（対象者数） 34 （回答者数）
24

～ R7年　1月　24日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

最終更新日 R7年　3月　10日

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・遊びの中での危険なポイントなど共有したり、子供たちに

必要なら伝える。

2

いくつかの遊具を組み合わせたり、カードゲームを取り入れ

ながらブランコやトランポリンの活動を行うことで視覚と体

幹のバランスを強化することにつなげる

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

雨の日などの活動内容の検討が必要。

→法人内別事業所の活用や、活動内容を2グループに分ける等

の対応を行っていく。

2

以前参加した市のこどもマーケットや、近隣自治体のイベン

トに今後も定期的な参加をして地域とのつながりを強化して

いきたい。

3

○事業所名 ありすく～る

○保護者評価実施期間
R6年　10月　7日

○保護者評価有効回答数

R7年　1月　18日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R7年　2月　21日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

室内での活動 活動スペースが子供たちの人数や身体の大きさに対して不十分

地域との連携がない 地域の人との関わりが少ない

ありパークでの活動

・ありパークでの見守り方

・職員ですべての子供を見守れるようにスタッフが固まらない

ようにする

大きなトランポリンや吊り遊具
時間を決めて、静と動のメリハリをつけ気持ちの切り替えがで

きるように取り組んでいる

事業所における自己評価総括表公表


